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生存期間について比較検討した．【対象と方法】50 歳未満初発大腸癌連続 109 例に対し，MLH1，




MSH2/MSH6；4 例，MSH6；2 例であった．マイクロサテライト不安定検査では高頻度不安定性が 9
例に認められた．MLH1/PMS2 欠失の 4例のうち，3例（高度マイクロサテライト不安定性を認めな
かった 1例を含む）では MLH1 遺伝子の異常を同定できなかった．他の 1例では MLH1 遺伝子のプ
ロモーター領域のメチレーションが認められた．MSH2/MSH6 欠失の 4例中 1例と MSH6 単独欠失 2
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